













記 号 論 あ る い は記 号 学 に関 す る 本 は こ こ数 年来 数 多 くみ られ,一 時 的 に は流 行 現 象 です ら
あ った 。多 くの真 摯 な書物 の 中 にあ って 人 々の 目 を魅 きつ ける ため の宣 伝文 句 的 な表 題 も見受
け られた。 今 日,記 号 が 問題 に され,単 な る符号 だけで は な く,広 く文 化 的地 平 にお いて そ れ
が 捉 え られ る よ うにな った の は,あ らゆ る 〈モ ノ〉 が一 定 の関 係の なか で 〈コ ト〉 とな り,意
味 連 関 を形 成 す る状 況 が出 現 し,人 々が そ の こ とに気 付 き,又 そ の よう な状 況 の 中 で様 々 な
我 々 の生活 行為 が 成立 す る とい う現 代状 況が あ るか らで ある。 「記号 学 な る もの が存 在すべ きだ
とい うこ とは,今 日で は一部 の 学者 の 思 いつ きか らで はな く,い わ ば現代 社 会の 歴 史か ら必 然
的 に要 求 され る もの だ と言 って もよ いだ ろ う。」(「記 号 学の 原理 」)とR・ バ ル トは指 摘 す る。
しか しなが ら,現 代 を解 明す る道 具 と して,方 法 と して記 号学 な い し記 号論 を使 お う とす る と,
そ の道 具 自体 が必 ず しも整 然 と統 一 され た明 解 さを もって お らず,用 語 の煩 雑 さ,複 雑 さ をも
た ら し,た め に解明 の議 論 自体 が 解 りに くく,又 瞹 昧 にな る とい う結果 を生 んで い る面 もあ る。
ソシ ュー ルを基 盤 とす る構 造主 義 的記 号学 の 流 れ,パ ー スや モ リス らの 哲学 的,行 動主 義 的記
号 論,又 カ ッシ ーラ ーや ラ ンガー らの 象徴 主義 的 記号 論等,代 表 的 な これ らの 中で も記 号 の 定
義 や用 語 は非 常 に異 って い る。 いわ ば,そ れ ぞ れ の立場 で それ ぞ れの記 号 学 ない し記 号論 が 展
開 されて い る とい った様 相 を呈 して い る とい え よ う。 む しろ学 問 と して体 系化 の 過 程に あ る と
い った方が よ いであ ろ う。
本学 会 会員 で あ る著者 の 渡辺 眞氏 はデザ イ ン理 論の 研 究の 過 程で パ ース記号 論 を基盤 に した
芸 術記 号論 の 試 み を行 ってい るが,パ ー ス(CharlesSandersPeirce,1839-1914)につ いて は,
その 死後 に ま とめ られた 『論文 集』(1931-35年)が唯 一 とい って よい原典 と して 出版 され てお
り,日 本 で は,一 部 その翻 訳が 出 てい るが,(「世 界の名 著48』(中央 公論 社),『パ ー ス著作 集1























































































































本書において一貫して論じられた 「内在的テキス トの再構成」は,あ くまで作品にとって外
在的なものを排除し,価値が生成される場に立ち合うことによってその生成の可能性を得るこ
とにあった。本書は難解なパース記号論を方法,あるいはむしろ思考の枠組として,芸術作晶
となる,及びその解釈の,構造を明かにしている。しかし,その議論の過程において,もはや
記号論的枠組を越えた美学,芸術学的な広い領域へその場が拡大されているように思える。そ
のことはこの著書の中で扱われている問題の大きさと広さを示していると同時に,巧まずして
記号論的方法の限界をも示しているようである。(豊 原正智)
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